
1 はじめに

この紀要の 2号には、以下のような課題を示した。
「幼小のことばの実態調査から取り組んでいきたいと
考えている。国語科の教科書の学習基本語彙のみではな
く、各教科で用いられる学習基本用語を整理し、そのつ
ながりや言語獲得についても考察できればと思う。」1）

言語獲得について幼小接続の課題を明らかにすること
から、学習の基礎・基本となる言語運用の方法を明らか
にすることを課題とした。
そこで本稿では、小学校学習指導要領で重点化された

「ことば遊び」（本稿では、多言語主義の観点から「言葉
遊び」ではなく「ことば遊び」という用語を用いて述べ
る。ただし、引用は原典に沿う）に焦点を当てて、幼稚
園教育の方針と小学校教育との接続を考え、小学校入門
期である 1年生の教科書を分析することとした。

2 ことば遊びとは何か

辞書的な意味としては、以下のように示されている。
「言葉が表わす内容や感情を伝えることを目的とせず、
言葉そのものから興味を引出そうとする、一種の遊び。
もっぱら音（おん）を利用したものに、早口言葉、尻取
り、回文（上から唱えても下から唱えても同音になるも
の）などがある。同音異義を利用したものに、しゃれや
地口があり、口調全体が似通った語句を考える語呂合せ
もある。和歌に用いられる掛言葉もこの一種である。謎
は、もっぱら意味による言葉遊びである。」2）

ここに示されたことは、小（中）学校学習指導要領国

語編に示された目標に書かれている「言葉による見方・
考え方」とも関連する。
「言葉による見方・考え方を働かせるとは、児童（生
徒）が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係
を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問
い直したりして、言葉への自覚を高めること」3）とされ
ている。
子どもたちの生活経験が少なくなり、語彙力の育成が

課題とされている。そのためにことば遊びを通して言語
への自覚を高め、語彙力を伸ばしていくことも目的だと
捉えることができる。

3 学習指導要領におけることば遊び

幼稚園と小学校の学習指導要領における「ことば遊
び」について比較し、それによる言語獲得と言語運用に
よって、自らの言語を創作する過程が見出せないかとい
う仮説を立てて考察を行う。

⑴ 幼稚園学習指導要領「言葉」
「経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で
表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育
て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。」
1 ねらい
⑴ 自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。
⑵ 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したこと

や考えたことを話し、伝え合う喜びを味わう。
⑶ 日常生活に必要な言葉が分かるようになるととも
に、絵本や物語などに親しみ、先生や友達と心を通
わせる。
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2 内容
⑴ 先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親しみ
をもって聞いたり、話したりする。

⑵ したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたりな
どしたことを自分なりに言葉で表現する。

⑶ したいこと、してほしいことを言葉で表現したり、
分からないことを尋ねたりする。

⑷ 人の話を注意して聞き、相手に分かるように話す。
⑸ 生活の中で必要な言葉が分かり、使う。
⑹ 親しみをもって日常のあいさつをする。
⑺ 生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。
⑻ いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにす
る。

⑼ 絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像
をする楽しさを味わう。

⑽ 日常生活の中で、文字などで伝える楽しさを味わ
う4）

「ねらい」では、楽しさ、喜び、親しみというように
情意面での言語との関わりが示されている。その上で、
「内容」として、⑴から⑹で言語を運用する場面を具体
的に示し、⑺から⑽で言語感覚や想像力、関心・意欲・
態度を示している。ことば遊びを通して、自然な形での
言語獲得と運用をめざしている。

⑵ 小学校学習指導要領国語編
目標と内容を示した 3観点の一つである「知識及び技

能」の⑶「我が国の言語文化」に関する事項の内容に、
低学年におけることば遊びが新たに取り入れられること
になった。そこには以下のように示されている。
「イ 長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気付くこと。」5）

言葉遊びを通して語彙を豊かにし、言葉が持つ豊かさ
を感じ取り、それらを用いながら言語獲得と言語運用を
目指している。第 1学年及び第 2学年の項目で具体的に
示されていることとして、
「言葉遊びとしては、いろはうたやかぞえうた、しりと
りやなぞなぞ、回文や折句、早口言葉、かるたなど、昔
から親しまれてきたものが考えられる。また、地域に伝
わる言葉遊びに触れたり、郷土のかるたで遊んだりする
活動を通して地域特有の言語文化に親しむことも考えら
れる。
言葉の豊かさに気付くとは、言葉のリズムを楽しんだ
り、言葉を用いて発想を広げたり、言葉を通して人と触
れ合ったりするなど、言葉のもつよさを十分に実感する
ことである。」6）

というように具体的に示されている。学習指導要領に
幼児教育と学校教育の接点が示されたのには次のような
理由が考えられる。

① 教育内容の再考
② 教育方法の再考
③ 学校教育の再考

それではなぜことば遊びというように遊びの要素を取
り入れたのだろうか。幼児教育との接点について考えて
みる。

4 子どもと遊び

子どもたちが遊びを通してことばを学んでいくことを
幼稚園、保育園などでは多く設定されている。小学校低
学年のみならずクイズやゲームなどを用いた実践は多く
観られる。遊びと学びについて太田（2018）は、「遊び」
への問題意識として次のように述べている。

『幼児教育において「遊び」を強調する意義はどこにあ
り、それは「学び」とどのような関係にあるのか』7）

幼児にとっては遊び自体に価値があり、最近はそれが
学びに傾倒しているのではないかという危惧を示し、そ
もそも遊びの価値とは何なのかを明らかにしようとして
いる。論文ではピアジェの言説を引用し、「活動的で構
造を自分で作り出すことができる状況を子どもに提示す
ること」こそ遊びの本質であると述べている。
この構造を自分で作り出すということがことば遊びで

は、自分のことばを創作するという活動につながる。
また、村田（2018）は、ことばと遊びの関係性を松居
直の体験と直感の関係を述べている8）。筆者はこのこと
は、学習指導要領に示された言語感覚との関係があると
理解している。言語感覚は知的理解だけではなく、体験
を通したものであり、身体的な感覚も含めた実感である
と捉えている。
この言語感覚については小学校学習指導要領では、次

のように示されている。
「言語で理解したり表現したりする際の正誤・適否・美
醜などについての感覚のことである。話したり聞いたり
書いたり読んだりする具体的な言語活動の中で、相手、
目的や意図、場面や状況などに応じて、どのような言葉
を選んで表現するのが適切であるかを直観的に判断した
り、話や文章を理解する場合に、そこで使われている言
葉が醸し出す味わいを感覚的に捉えたりすることができ
ることである。」7）
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言語感覚は育てるものなのか、元々備えた資質ではな
いかという議論はあると思う。本稿では、生まれながら
に身につけた資質と育ってきた環境によってより高めら
れたものとを併せて言語感覚と捉え、教育の可能性とし
て言語感覚を磨くことを期待する立場に立って論じる。
言語の発達についてピアジェと論争をしたヴィゴツキ
ー8）は、言語発達は外言から内言という立場でから発達
の最近接領域について述べている。子どもが遊びを通し
て発する外言を発した時に、それを自分の耳で聞いて再
構成する。そうした自力解決できる部分と周りの大人が
手助けをして発達を促すということを大切にした理論で
ある。この考え方に立った時に、ことば遊びに夢中にな
り、没頭する子どもたちは、その活動を通して無意識に
言語を発し、それを内言としてリフレクションできるよ
うになればいいということになる。「主体的・対話的で
深い学び」（いわゆるアクティブ・ラーニング）におい
て、学びを自覚化させるためにふりかえり活動を取り入
れていることとも関連する。活動によって促進した言語
感覚をより内言によって伸ばしていくことが大切なるだ
ろう。小学校の低学年では「つぶやき」を教師が拾いな
がら学習を展開することも多い。活動をさせて外言であ
る「つぶやき」を応答や板書などで子どもに自覚化させ
て内言へとつなぐ方法もことば遊びでは大切になる。低
学年で取り入れられる動作化もそれにあたる。

5 小学校国語教科書における「ことば遊び」

現行発刊されている 4社の教科書（光村図書11）、東
京書籍12）、教育出版13）、学校図書14））を比較して、何
が重点化され、それによってどのような言語能力を育成
しようとしているのかを考察してみる。
1年生の教科書は、4社共に上下 2巻構成になってい

る。各教科書会社で取り扱われている「ことば遊び」は
時期や量に多少の違いがあるものの、学びの入門期であ
る上巻に多く取り入れられている。それらを比較するた
めに、【表 1】を作成した。教材の抽出にあたっては、
以下の点に配慮した。
① 入門期の文字のない単元については、指導が担任

の指導に依拠するので省略した。
② 詩を音読するという教材は、ことば遊びの要素を
含むと判断できるものにした。

③ 文字習得、読解教材の中に含まれることば遊びの
要素については教材として判断した。

それぞれの教科書教材を特徴的な項目ごとに、特徴的
なものを抜き出し説明を加えてみる。

⑴ 五十音習得、音読

ひらがなの習得と活用をねらったもので、全ての教科
書会社が五十音をリズムのある文章にして提示してい
る。
音読の練習である共に、形式的に五十音を覚えるのでは
なく、意味を持たせて理解させようとしている。指導の
工夫としては、提示された文章の形式を使って、自分達
でも作文させることができるようになっている。

表 1 小学校国語科「ことば遊び」（入門期）

（光村図書 1年上 PP 22-24）

（東京書籍 1年上 PP 20-21）

（教育出版 1年上 PP 20-21）
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4社を比べてみると、学校図書以外は、あ行のみを取
り上げている。それ以外の五十音については、自分達で
創作する可能性を残している。言語獲得、言語運用のみ
ではなく、言語創作にも繋がるように配慮されている。
好きな行を創作するという課題で取り組むことができ
る。教育出版は上巻の PP 40-41でまど・みちおの「あ
いうえおのうた」を掲載している。五十音をまとめて指
導したいという姿勢がどの教科書会社にも見られる。

⑵ 促音、濁音、半濁音、拗音、長音
「ねことねっこ」というように二つのことばを比較す
ることによって、促音について注目させている。その上
で促音が使われている詩のようにリズムのある文章を提
示して声に出して覚えることをさせている。これらにつ
いては、4つの教科書会社全てが文章の内容は違うが、
同じように提示している。

この他に濁音や半濁音、長音、拗音についても各社と
もにことばのリズムを大切にしながら指導できるように
している。
「〝や゜の つく じ」

「のばす おん」

「ちいさい ゃ・ゅ・ょ」

このタイプの教材は、文字言語の獲得がまだ十分にで
きていないので、音声言語によって言語獲得を狙ったも
のである。声に出すことの自信と相手に伝達する実感を
持たせるために行うものである。

⑶ クロスワード
「たのしいな、ことばあそび」

「ことばをつなごう」

これらはクロスワードパズルを使って、そこに文字を
埋めていきながら言葉を探し、語彙を増やす指導ができ
る。光村図書では空欄のクロスワードを提示して、自分
達で問題を作ることができるようにしている。対話的な

（学校図書 1年上 PP 14-15）

（光村図書 1年上 P 46）

（東京書籍 1年上 P 32-33）

（教育出版 1年上 P 51）

（学校図書 1年上 P 50）

（光村図書 1年上 P 102-103）

（教育出版 1年上 PP 38-39）
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学びを想定している。

⑷ 早口ことば
「ことばを たのしもう」

ことば遊び歌と早口ことばで言語獲得を目的としてい
る。声に出して読むことにより自然な形でことばを覚え
ることができるだろう。早口ことばについては、伝統的
な言語文化の継承も意図している。

⑸ クイズ・なぞなぞ
クイズやなぞなぞによって語彙を増やしていく教材が
設定されている。子ども達に学校での学びの意味を伝え
るために、対話的な学びをさせようというねらいがあ
る。クイズやなぞなぞを創作させる活動を設定すること
によって、言語運用や言語創作という活動も設定でき
る。創作活動としては、「○をふやして」ということで
クイズを創らせるといいだろう。

「ことばを 見つけよう」

「たぬきことばで あそびましょう。」

それぞれの学習には、言語感覚としての要素も含まれ
ている。活動するによってことばのよさを感じている。
このことはヴィゴツキーの外言から内言へという言語発
達の過程に沿っていると言える。

⑹ かるた作り
「きりんがはしる」など主語と述語をつなげてカルタ
を創るように設定されていて、実際に絵札と字札を制作
してカルタ遊びができるようになっている。五七調のカ
ルタではなく、生活科でも行う。「いろはカルタ」のよ
うに設定されている。 （学校図書 1年上 44-45）

（光村図書 1年下 22-23）

（光村図書 1年下 P 72）

光村図書と同じように対話的な学
びを意図している。創作活動として
は、「の中には、□がいる」という
ことで問いを創作させるといいだろ
う。なぞなぞの要素が含まれてい
る。

（光村図書 1年下 P 88-91）

これもクイズとなぞなぞの要素が含まれ
ている。しかし。元のことばに意味はな
く、問題に応える形で語彙を獲得させよう
としている。

（学校図書 1年上 P 27）
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⑺ ことば遊び歌の創作
「ことばあそびうたを つくろう」

⑻ 回文 駄洒落
「ことばで あそぼう」

⑼ かん字の たしざん・ひきざん

⑽ ゲーム
「ぬりえゲーム」を しよう

語彙を獲得するために言語運用をゲームなどで行う。
音声言語を聞いて、それに応えるようなゲームの設定に
なっている。聞く力の育成も求めている。2回目は、ヒ
ントカードを読みながらという活動になっている。話し
ことばと書きことばの関連を図っている。

6 小学校国語科におけることば遊び

小学校 2年生以上の教材でどの程度ことば遊びが取り
上げられているのか、考察する。学習指導要領では、言
葉が持つよさとして、次のように示されている。
「第 1学年及び第 2学年では感じること、第 3学年及び
第 4学年では気付くこと、第 5学年及び第 6学年では認
識することに重点を置いている。」15）

言語感覚として低学年で育んだ要素をどのように上の
学年につないで育てていくのかが示されている。同じよ
うに、ことば遊びの系統について伝統的な言語文化との
関連において示されている。第 3・4学年では、ことわ
ざ、慣用句、古事成語という日本人が創り出してきた言
語文化に触れさせ、その意味を理解させる。第 5・6学
年では、古典作品に触れさせ、その大体の意味を理解す
ることによって、日本人のものの見方や感じ方について
考え、生涯に亘って日本語を大切にするという言語運用
についての姿勢を育もうとしている。

「たべもの」（なかえ とし
お）の詩を参考にして自分たち
で創作させる教材である。自分
達でもことば遊び歌を創作する
活動も設定されていて、音読か
ら創作へという音声言語を文字
言語に置き換える活動もある。
（東京書籍 1年上 P 122–125）

回文と駄洒落とな
ぞなぞを提示し、こ
とばに対する興味・
関心を引くような教
材になっている。

（東京書籍 1年下 P 60）

漢字の成り立ちを示すことととも
に、算数の計算のようにして漢字を覚
える方法を示している。

（教育出版 1年上 P 121）

（学校図書 1年上 PP 120-121）

16）

17）

18）
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「伝統的な言語文化」としての要素と「語彙」「音読」
を合わせたものがことば遊びとして考えられる指導内容
である。
これらのことが各教科書会社ではどのように提示され
ているのかを表にしてみた。各教科書会社が年間指導計
画として提示しているものからことば遊びを「伝統的な
言語文化」「語彙」「音読」としてつないでいるだろうと
思う教材を【表 2】としてまとめてみた。

詩の朗読など読むことの関連、言語学習は省略し、言
語文化につながるものを言語感覚との関連として抽出し
た。教材を一つひとつ解釈して選び直す必要はあるだろ
うが、学校図書が伝統的な言語文化に重点を置いている
印象はある。【表 1】の各社の配列と比べると、入門期
のことば遊びの繋ぎ方をそれぞれの教科書会社が工夫し
ていることがわか流。
教科書教材と学習指導要領のつながりをとらえるため
に、言語感覚、言語獲得、言語運用、言語創作、言語形

態という視点で指導内容一覧としてまとめてみると【表
3】のようになる。この表については、暫定的なもので
あり、実践を通して見直す必要がある。

学習指導要領に述べられている観点と言語発達の観点
を一覧表にしてみた。縦軸には言語に関する項目を分け
て配列し、それに対応する学習指導要領の観点を学年ご
とに配置してみた。語彙、音読、伝統的な言語文化につ
いては、語彙と音読が低学年に重点化されると判断した
ために、言語形態として低学年は音声言語中心とした。
伝統的な言語文化については、低学年ではあまり重視さ
れないとは思うが、ことば遊びによる言語文化が示され
ているので全学年配置とした。

7 今後の課題

言語は小学校における全ての学びの基幹教科として設
定されている。小学校学習指導要領総則においても育み
たい資質能力を次の 3つに絞り込んでいる。
「各学校においては、児童の発達の段階を考慮し、言
語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、問題発見
・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成して
いくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科
等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとす
る。」19）

本稿では、小学校入門期である小学校 1年生と幼児教
育の接点について、主に言語獲得、言語運用、言語創作
という視点から課題を探った。第 3項で示した三つの観
点をもとに考察し、課題を明らかにする。
① 教育内容の再考
ことば遊びという学習活動を切り口にして、幼小の連

携を考えた。子ども達の発達段階に即して、自覚的な学
びへとつなぐ必要がある。中央教育審議会答申で提示さ
れた「主体的・対話的で深い学び」と個別最適な学びと
協働的な学びと合わせて考察する必要がある。
② 教育方法の再考
コロナ禍を迎え、一人 1台ダブレットなど、GIGA ス

クール構想に向けた、ICT 活用が促進している。理数教
育などそれによる教育効果の促進は期待できる部分が大

表 2 2-6年生のことば遊び系列

表 3 ことば遊び指導内容一覧表
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きい。言語に関しては、それによって学びが促進すると
いう言語運用の部分と手書き文字や言語獲得の必要性の
欠如など、マイナス面も憂慮される。また、言語文化と
して言語を創作することに関しては、SNS などに見ら
れるような今まで想定していない言語コミュニケーショ
ンの形態が生まれることも想定される。デジタルとアナ
ログのハイブリッドでの教育方法が模索されているが、
言語領域としてどのような教育方法が取れるかを研究す
る必要はある。
3 学校教育の再考
遠隔授業が取り入れられ、学校に来なくても学べると

いう状況が生まれた。不登校や事情があって学校に来ら
れない子ども達にとっては、新しい学校教育として期待
されるところである。一方で、学校に来なければ学べな
い教育内容や教育方法というものもある。人間教育とし
てどのような学校教育のあり方があるのか再考が求めら
れているところである。少子化問題もあり、子どもの数
が減少することは見えている。そんな中で学校でなけれ
ば展開できない教育をこれから考えていく必要がある。
その際にこの STEAM 教育が一つの切り口になること
を期待している。

8 おわりに

STEAM 教育が高等教育で取り上げられ、それらを幼
稚園段階から構想しようとする動きも見られる。近隣の
小学校でも生活科、総合的な学習の時間との関連におい
て STEAM 教育をテーマに掲げて研究を推進している
学校もある。STEAM 教育を実践していくためには、い
くつか解決しなければならない問題も含まれている。カ
リキュラム・マネジメント、学校間接続の変更、初等教
育段階における幼小の接続の問題として「小 1プロブレ
ム」を解決するためのスタートカリキュラムの作成も求
められている。
本稿では、主に学習指導要領から教育内容としての指
導事項とことば遊びとの関連を考察した。今後、幼児
期、児童期の語彙力と生活経験の関係の調査を行い、そ
こから見える課題を可決するための教育方法の模索を展
開していく必要がある。ことば遊び以外に言語発達に関
連する分野横断的な学びがどこまで展開できるのかこれ
からの課題でもある。
また、学校間、学校種接続の課題として、中学校や高
等学校との関連、系統も考察する必要がある。探究的な
学びが STEAM 教育によって新たな学びへとつながる
ように研究を進めていきたい。
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